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論文審査の要旨（400字以内） 

 

モンゴルでは肝中央部に存在する肝細胞癌についてはこれまで半肝切除や拡

大切除を行ってきた。しかし、既存の肝障害のために高率に肝機能障害を始め

とした術後合併症を生じる。 

2008 年にモンゴルではグリソン鞘一括肝切除を導入した。グリソン鞘一括肝切

除は特に肝中央部に存在する肝腫瘍に対しては新たな肝切除法として注目さ

れる。肝中央部に存在する肝細胞癌に対して 69例の患者で、半肝切除や拡大

切除による従来の方法に対して、グリソン鞘一括処理による肝中央切除を後方

視的に比較検討した。 

グリソン鞘一括肝切除では従来法と比較して、術中出血、合併症、在院日数、

術死率、術後生存に関して同等あるいは有意に良好であった。従来法の術後

１，３，５年生存率は74％、64％、55%に対し、グリソン鞘一括処理肝切除の１，３

年生存率は 88％、61％であった。グリソン鞘一括処理は肝中央部に存在する

肝細胞癌に対して安全で有用な手術手技と考えられた。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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